
ジャンル別アレンジ/サウンドメイク
ヘヴィメタル
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ヘヴィメタルとは？

「ヘヴィメタル」という言葉が定着したのは1979年以降。
「NWOBHM」のムーブメントがきっかけで火がつき、
アイアンメイデン等が活躍。よりハイスピード、テクニカルな演奏、
ハイトーンボーカル、ツーバスの連打などの特徴があった。
同時期にアメリカでヴァンヘイレンがデビュー、
ライトハンドなど画期的な奏法を編み出した。

その流れは西海岸に広がり、長髪にスタイリッシュな衣装、
ハードでキャッチーなサウンドのLAメタルが流行した。

90年代以降、下火になるがニューメタルのバンドの登場により
再び人気ジャンルとなる。
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ヘヴィメタルの特徴

• より強く歪んだギターサウンド

• 高速で弾くアグレッシブなプレイ

• ダウンチューニングによるヘヴィなサウンド

などが特徴。

ヴァンヘイレン以降のギタリストの必須テクニックとなった
ライトハンド（タッピング）やアーミング、
ピッキングハーモニクスを駆使したテクニカルなプレイ、
激しく歪んだヘヴィなサウンドは
それまでのハードロックとは一線を画すものだった。
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ヘヴィメタルのサウンドメイク

ヘヴィメタルでもMarshallアンプは人気だったが、より強く歪むように改造したり、更に歪む
他のアンプを使う事も多かった。より強くきめ細かく歪み、ドンシャリなサウンドを出す
Mesa/Boogieはメタルの定番アンプ。

ここではMesa/BoogieのシミュレートGratifierに、RATのシミュレートCATをブースター使用。
アンプは歪ませすぎず、ヘヴィなサウンドながら低音の輪郭がはっきりした
現代的なサウンドを作った。ギターはPRS（ドロップD）。
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ヘヴィメタルのアレンジパターン①

オジーオズボーンなど、80sに流行ったキャッチーなメタルのリフをイメージ。
左右でユニゾン。

レスポール音源のリア使用、アンプは左がGratifier、右がGratifierをベースに
メタルに特化してカスタマイズされたRamfier。
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ヘヴィメタルのアレンジパターン①

ロックとの違いとして、PH（ピッキングハーモニクス）の多用、
16分音符でのブリッジミュート、アーミングなどもよく使われる。
スラッシュメタル以前のこの時代はパワーコードのみではなく
3度も使いメロディアスなのも特徴。

アーミングはピッチベンドで、PHは音源のアーティキュレーションで入力。
PHは実際に演奏すると実音とハーモニクスが同時になったりするので、
トラックを分けて実音とハーモニクスを混ぜるように入力した。

指の当て方で様々なハーモニクスが出るが、1オクターブと５度上、
2オクターブ上などが出しやすい。アーティキュレーションが用意されていなければ
これらの音を混ぜて打っても良い。

PHやハーモニクスなどは左右で揃いすぎていると不自然なので、
ハーモニクス/実音の位置やベンドのタイミングなどを意図的にずらした。
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ヘヴィメタルのアレンジパターン①



ヘヴィメタルのアレンジパターン②
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80S終わり〜90s初頭のスラッシュメタルの王道的パターン。左右でユニゾン。
パターン①と近い音作りだがより強く歪ませてあり、ドロップDにチューニング。

音使いの特徴としてb9、b5といった不安感を煽るような音使いが多い。
70sから「悪魔的音階」として使われてきたが、この音使いをすれば
手軽に近年のメタルっぽくなる。

打ち込みは通常の「ブリッジミュート」の打ち方でOK。
ベロシティ強目を基本にランダムにずらす。



ヘヴィメタルのアレンジパターン②
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ヘヴィメタルのアレンジパターン③
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ニューメタル以降、2000年代のバンドをイメージ。サウンドメイクは②と同じだが、
ドロップCを使用。かなり低い音域なのでメタル専用音源を使用。

②同様、b9が特徴的だがアラビア音階（長３度→短２度）が使われ
怪しい雰囲気を出している。

打ち込みは特に新しいポイントはないが、4拍目のビブラートはかなり深く打ってある。
時代を追うごとに速弾きしやすい細い弦が好まれたため、
このような大袈裟なビブラートもしやすくなった。



ヘヴィメタルのアレンジパターン③
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